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特定非営利活動法人

「地域で生きる障害者を支える会」1

住所:横浜市港北区下田町.6-31-8i

活動ホーム「しもだ｣内i

TELO45-562-3600!

FAXO45-562-5991i

‐ー■七一レーーーーーー凸一韓悼一一一一毎－一■一一‐■－－師■■■■－■■一句画一＝＝ー÷＝一口■一■■韓一戸一一●ゆー

'たわわNPO法人地域で生きる障害者を支える会通信
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今年もクリスマスローズの花が咲く季節となりました。

早いものは、もうとっくに咲き始めているのですが、

が今年は思いがけなく純白のっぽみを付けていて、も
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早いものは、もうとっくに咲き始めているのですが、庭の隅に自然と生えたもの

が今年は思いがけなく純白のっぽみを付けていて、もうそんなに時がたったのか

とうれしくなりました。

この花は、実生からは何年も花

を咲かせないのです。

園芸家たちが技術の限りをつ

くして育て、市場に出しますの

で、一年中美しい花は絶えませ

んが、やはり自然と共にある花

や樹木のいとなみには、なんと

なく力ずけられます。

＊’＊＊

300グラムにも満たない体重

で生まれだ赤ちゃんが､無事退一

蕊懲皇墓調纈葛
な取り組挙の結果で素晴らしい
と。赤ち枠んの生命力の強さに
も驚かされました。

でも、今と思いました。
これは大変だ、医療や科学はこ
こまでの時代になったんだわ。

私たちもしっかり考えない

＊支える会の主な活動＊

（含･会長、担当出席関連会職）

＊毎週月曜日は、支える会家族会活動日

1月26日よつばホーム事務局会議

28日活動ホームしもだ事業委員会

2月4日支える会通信TAWAWAの発送

5日活動ホームしもだ役員会

7日しもだ広報編集会議（他作業4回）

13日よつぱホーム職員会議。ヘルパー事

業所との懇談

14日横浜市予算説明会

横浜市作業所連絡会定例会

15日港北区社協｡障害者セイフテイーネ

ット分科会役員会

18日同セイフテイーネット区民講座

19日グループホーム家族会

21日活動ホームしもだ大掃除

22日地域活動ホームの在り方検討会

25日支える会新吉田地域交流イベント

の実行委員会①
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と.．．なんて。命の尊さなどというと、使い古された感もあるけれど、いろいろ

考えさせられました。でも、なんかこの世はアンバランス〃

＊ ＊＊

横浜市の福祉予算の説明がありました。

障害福祉は今年も変わりませんでした。正確に言えば、私たちの受ける補助金の

額はこれまでとかわりません。

しかし、受ける私たちとしては、結構、地域活動ホームはどうあるべきか、作

業所やグループホームの課題は何か、これからはどうなるのか、などなど議論を

し、要望もしています。「なかなか届かないんだな－｣、どいう感じですが、まず

なんといっても、この人材不足を何とかして改善したいところです。

瀞 藤

一新吉園町翻パシト”総与営－
よつばホーム・第2よつばホームと

お隣の地域作業所かしの木ホームもご一緒に

今年は軽食をちょっと充実してお待ちしております。

ご一緒に和やかなひと時を過ごしませんか

お子様も歓迎／

日時:S月SOB(i)1C:30～13530

場所：グループホーム『よつばホーム』(ENEOS襲隣り）

港北区新吉田町5623-11.ELO45-591-7040

曇：
．＝…

かc癖

軽食：焼きそば、から揚げ、おやき、お赤飯、フランクフルト

（飲み物。入れたてコーヒーは無料です！）

お菓子:マドレーヌ、クッキーなど

提供品の販売：食器、雑貨、アクセサリー等

革工芸品＆財布、ポーチ、キーホルダーなど
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◆こういう生き方もいいねと…．’
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去年の秋､私の背中を押してくれた先輩でもある友だちがなくなりまI

Iした。阿部まり子さん（旧姓・池田さん）です。私はとても驚きました。
｜最近、はがきやメールを送っても返事がありませんでした。

|私にとってはとても大切な人でした。後から知ったことですが、首の手術をしてから！
｜しばらく調子が悪く急に亡くなったのだそうです。まり子さんとは、27～8年も前｜

|に七沢リハビリテーションセンターにいた時に知り合いました＆
｜私のリハビリも終わりに近くなったころ、施設の職員から紹介されて、まり子さんI

iの「仲間づくりの会」に入りました。いつも厚木の小さな会館などで、毎月集まりま！
'した。皆自立しでいて、親は、そこまで連れて行っても部屋の外で待っているという’

|障害者だけの会でした。
｜その後、私は退所して家に帰りましたが、横浜の家から毎回参加しました。

|今のようにヘルパ'－の制度もなかったので、出来たばかりの青年クラブのボランテイI
lアさんや、無ければ作業所の職員に頼んで付き添ってもらい、どうしても人の都合が｜
|つかなければ、母と行きました。

｜まだ私は、養護学校を出たばかりで小さくて、初めは母も心配しましたが、そのう｜
|ちに慣れて行きました。当時は、横浜から厚木まで、「ちょっとした旅行みたい」と言｜
|っていました。一緒に行っていただく人を頼むことから、持ち物､服装、時間のこと｜

|など、自分で考えました。’
＊＊＊

iこの会は皆いろいろな目標に向かっていって(？)、最後は横浜で4人になって、｜
|消滅したのですが､私にはいろいろな意味で大切な体験でしたL､今に生きています｡｜
|まり子さんは、私にいろいろな事を教えてくれました。

｜私が一人で､車いすで東横線に乗って活動ﾎー ﾑへ通うようになったのも、迷って｜

|いるとき、まり子さんが『友子ちゃんも大丈夫できるよ｡話画なくても文字盤を使っ｜
'たり、トーキングエイドを使えばいいんだよ』と励ましてくれました。

｜ずいぶん経ってから、私がギャラリーかれんで書の作品展をやった時に来てくれて､｜
|私は、びっくりしました。

|その時『こういう生き方もあるよね～』と言ってくれました。

|この時に会ったのが最後でした｡まり子さんは､町田ヒューマンネットワークの事務｜
|局長で忙しく、来てくれるとは思わなかったので、とてもうれしかったです。

｜活動家で、2人の男の子の"母ちゃん"のまり子さんは､大切な時に､背中を押し｜
'てくれた、私にとって遠くの人でも、近い人なのでした。

｜大原友子
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今月のよつばホーム＆第2よつばホーム今月 －△
｣－

｜日ごとに春らしくなってきましたね。皆様のご健康にお変わりはございませんでしよ

;うか。ひと雨ごとにあたたかくなり、春の訪れを感じる今日この頃です。

インフルエンザのニュースも徐々に閏か

蕊
渉も外へ出なくなるのはストレスも溜まってしまいますので､気分転換を兼ねて時々近渉も外へ出なくなるのはストレスも溜まってしまいますので､気

|所へ散歩に行っています。
節分，

節分といったら豆まきですね。皆さんも豆まきをしましたか，

子供の頃やった豆まきの記憶がよみがえり、｢鬼は～外！」「福

は～内！」と楽しく豆まきしました。

最近では関東でも恵方巻きの風習が定着してきました｡・

よつぱホームの入居者は太巻きを丸かじりとはいかないです

iが、節分気分を味わいました。

歳の数だけ豆を食べることも難しいですが(金一；

この日の夕食は大豆たっぷりの『鬼除け汁』をいただきました。

山田さん瓢牛圃’

2月11日は山田宏さんの誕生日1平成最後の誕生日を迎え、

来年はいよいよ年男です。豆まきの主役ですjシ

山田さんとケーキを囲んでみんなで祝福しました。

この日は祝日なので何となく得した気分になりますね☆

一一一

毎年誕生日を迎えることば嬉しいですが、年齢を重ねる

ことによって心配事も増えていきます。

先日よつぱホームの入居者の手首が腫れ、レントゲンの

結果、骨にひびが入る怪我が見つかりました。

幸い現在は回復に向かっていますが、同時に原因が判ら

ないと言う問題も起こっています。

徐々に足元がおぼつかなくなってきていて、転倒のリス

クが増えていることも心配です。

元々よつぱホームは設計段階からバリアフリー化になっ

ていますが、今後の安全面を考慮し設備や改善が必要にな

ってくることが考えられます。
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